
(3)オンライン授業では

どう活用するのか

古本裕美
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1 非同期型 と 同期型

2 非同期型オンライン授業の場合
・動画を使った実践例

3 同期型オンライン授業の場合
・Zoom Meetingを使った実践例
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非同期型

・学習者は好きな時間に
インターネットにアクセスし，
教師が準備した
動画・音声・資料を使って学習

・オンデマンド型

同期型

・教師やクラスメイトと同じ時間に
オンライン会議システムに
アクセスし，双方向に学習

・リアルタイム型
・ライブ型

学習支援システム（LMS） ファイル共有システム
@
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非同期 or 同期
使い分けの観点（案）

(1) データ通信量／料

(2) インターネット
接続状況

(3) 時差

(4) 学習者の
使用デバイス

(5) 活動目的

非同期型

少ない／安い

不安定な場合

とてもある

練習方法や教材内容を
解説する

同期型

多い／高い

安定している場合

ない

インターアクションをする
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非同期型の場合

迫田亜希子 先生（韓国・大学）

①録画授業（解説＋練習）
【動画提供】

LMS

②個人練習

③シャドーイング音声
【課題】

④課題チェック

⑤テキスト情報
【課題へのフィードバック】

学習者数 22名

日本語学習歴 2年（大学3年生）

授業形態 完全非同期

授業時間 75分×15週
（内シャドーイング25分）
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非同期型の場合

迫田亜希子 先生の動画

復習

スクリプト提示・黙読

語彙解説・意味確認

教師の後に
リピート

CDの音声の後に
リピート

スクリプトを見ながら

シャドーイング

シャドーイング

内容に関連したＱ＆Ａ

録画授業（解説＋練習）
【動画提供】

（約25分）

使用教材
『シャドーイング日本語を話そう・初～中級編』
（斎藤ほか, 2006, くろしお出版）

学習者数 22名

日本語学習歴 2年（大学3年生）

授業形態 完全非同期

授業時間 75分×15週
（内シャドーイング25分）
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録画授業（非同期型）
（スライドNo.6の動画を5分にまとめたもの）

使用教材「Unit2-Section4」『シャドーイング日本語を話そう・初～中級編』（斎藤ほか, 2006, くろしお出版）

(動画 4:57)



学習者数 9名

日本語学習歴 2～3年（N1レベル）

授業形態 ほぼ同期

授業時間 180分×15週
（内シャドーイング10～30分）

同期型の場合

古本の場合
（発表者）

LMS

モデル音声 スクリプト

①Zoomで授業

②Zoomでシャドーイング
ペア練習・個人練習・テスト

③非同期（オフライン）で
個人練習
【課題①】

④練習の記録
【課題②】

⑥テキスト情報
【課題②へのフィードバック】

⑤練習の記録
チェック

くろしお出版WS「日本語教師のためのシャドーイング指導」（古本）



同期型の場合 学生数 9名

日本語学習歴 2～3年（N1レベル）

授業形態 ほぼ同期

授業時間 180分×15週
（内シャドーイング10～30分）

Zoomで授業
（10～30分）

（5～10分）

非同期で個人練習

リスニング

ディクテーション

語彙解説・意味確認

リピート

シンクロ・リーディング

マンブリング

コンテンツ・シャドーイング

プロソディ・シャドーイング
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大事に していること

(1) 学習者の 声を 聞く

(2) 仲間と 学ぶ

(3) 成長の 可視化
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同期型の場合

(1) 学習者の声を聞く

LMS（PDFファイル記入→添付送信）
→ Google スプレッドシート利用

LMSへのログイン，
Up/DLなどが面倒
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＜省略＞

＜省略＞ ＜省略＞ ＜省略＞ ＜省略＞ ＜省略＞ ＜省略＞

＜省略＞ ＜省略＞ ＜省略＞ ＜省略＞ ＜省略＞ ＜省略＞

(1) 毎日，練習時間を記録

(2) 週末に，感想や気づいたことを記録

(3) 授業時に「記録用紙」を提出

(4) 教師がコメントを書き，返却

（迫田ほか, 2019, pp.150-151）

第2部
第7章



メインセッション

・リスニング
・意味解説
・リピート
・シャドーイング
・全体的な

フィードバック（FB）

ブレークアウトセッション

教員からのFB

（迫田ほか, 2019, pp.122-126）

(2) 仲間と学ぶ
ここが言えてなかったね。
ここ，難しいよね。

上手くやるコツは？

第2部
第6章
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学習者学習者 学習者

学習者



学習者同士でシャドーイングをチェック
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（Zoomのブレークアウトルームを利用）

使用教材「東京都知事選 中盤の戦い」『テレ東NEWS』（https://youtu.be/y510jwsTngc）

(動画 3:51)



シャドーイングの導入方法（迫田ほか, 2019, P.61）

非同期 ＋ 同期

必要性 と 効果

・リアルタイムでのやりとりを通して
伝えたいこと，身につけてほしいこと → 同期型

・上記以外 → 非同期型

導入例Ａ

FB

FB

第2部
第3章
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分科会コーナー

1) 情報提供 教材
評価

2) Q & A … 7分

… 8分
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1) シャドーイング教材

アプリ
「がんばって

シャドーイング」

興味・関心
目標言語での

レベル
学習目的
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第2部
第1章

第2部
第4章

（迫田ほか, 2019, pp.36-59, 85-107）



困
難
点

✓モデル音声の速度

シャドーイング練習の経験がある日本語学習者167名への質問紙調査（FURUMOTO, 2017）

・速度
・ポーズの回数
・ポーズの長さ

[ 音声編集ソフト ][ 教師が読み上げ ] [ 学習者自身が調整 ]

（迫田ほか, 2019, pp.55-59, 47-48）

第2部
第1章

第2部
第2章
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(3) 成長の 可視化

Google 翻訳
Google ドキュメント UDトーク

（迫田ほか, 2019, pp.67-71） 第2部
第3章
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2) シャドーイングの評価

a) 誰が評価するか

学習者－学習者教師－学習者 学習者自身

（迫田ほか, 2019, pp.122-136） 第2部
第6章
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b) どうやって評価するか

シンプルバージョン

丁寧バージョン
迫田他（2007, 2009）; 迫田・古本（2008）の

実践研究で使用されたもの

✔
みって→みて

の

第2部
第5章

第2部
第6章
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Zoomでシャドーイング・テスト
（ルーブリック・シンプルバージョンを使用）

(動画 3:18)

くろしお出版WS「日本語教師のためのシャドーイング指導」（古本）

使用教材「梶裕貴さんが朗読する，読売新聞コラム『編集手帳』①」『読売新聞「編集手帳」朗読チャンネル 』（https://youtu.be/jfpmTkbPcrk）



シャドーイングは たいへん…

認知的負荷(cognitive load)が大きい。

→  一人で練習を続けることは，なかなか難しい。

教師による支援が大切（分科会「効果と学生対応」）
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